

















































Creating an Educational Environment for Children’s 
Expressive Body Movement


























































を用いて 2014 年 4 月 7 日～ 4 月 11 日までの 5 回分の放
送記録を分析した。
２．保育園での観察と調査








































そこで 2014 年 5 月 14 日・21 日、6 月 12 日・13 日・18 日・












～お！』の映像をスタートした。調査Ⅱは 6 月 12 日と
6 月 13 日の計 2 回、調査Ⅲは 6 月 18 日、6 月 25 日、6
月 27 日の計 3 回の VTR 撮影を行った。出入り口付近
から部屋全体と全員の子どもが映るように撮影した。
なお、6 月 12 日は『わ～お！』に含まれている動き
を、著者らが行った体操教室の時間に年齢別に実践し、
VTR に録画した。それぞれの VTR 録画は研究室に持
ち帰り、分析シートを用いて分析した。














場面 テンポ 歌 　詞
１ 150 みんな みんな みんな みんな ピョーンピョン ! 
おいで おいで おいで おいで ピョーンピョン !
２ 150 そーらそら おそらに わーお！
みんなでね こんにちわーお !
３ 89 「さいしょは、ゆび!」ねぇねぇ ピピピ ピピピのピ
あちこち ピピピ ピピピのピ
４ 89 ↑ みてみて どんぱ どどんぱどん　
ぐるっと まわって  ーどんぴたっ !




137 ↓ ひっくりかえって だんごろりん「きゅるきゅ
るきゅるきゅる～…ころん」
７ 160 「みんなー、おきてー !」
  ５、４、３、２、１、わーお !
８ 160 ↓ わおわおわーお ! わーおわおわお !   わーっ !
「しーっ !」
９ 150 みんな みんな みんな みんな  ピョーンピョン ! 
おいで おいで おいで おいで  ピョーンピョン !
10 150 そーらそら おそらに わーお！　　　　
みんなでね こんにちわーお !







































































































A 児と B 児はリーダーシップを発揮し「みんな起きて」










より、場面 5、場面 7、場面 9 は前の場面の後半からテ
ンポが変化し、最もテンポの変化が激しい場面であった。

























調査Ⅱの 6 月 12 日は、D 児が保育者を誘い 11 場面中
8 場面の身体表現に参加した。D 児がよく動いた場面
は、場面 3（人差し指を出して保育者や友達をつつく
動作）であった。6 月 12 日は保育者を含む 3 人に、6





－ 76 － － 77 －
幼児の豊かな身体表現を育む環境づくり
が多く、保育室の後ろの方にいることが多かった。調
査Ⅲにおいて場面 3 や場面 5 の時に保育者の方から E
児に積極的に関わった。すると回を重ねるごとに、場
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